
8款　1項　1目

【会計】国民健康保険特別会計

8款：保健事業費　1項：特定健康診査等事業費　1目：特定健康診査等事業費

4

【予算額】

一般財源 国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財

5,976千円 1,856千円 1,856千円

【事業の概要】

【予算額の節別内訳】

予算額

4 共済費

社会保険料 268千円

7 賃金

保健指導栄養士補佐員賃金 5,833千円

保健師補佐員賃金 1,091千円

8 報償費

講師謝礼 100千円

11 需用費

消耗品費 1,102千円

印刷製本費 386千円 特定保健指導用帳票類の印刷代

医薬材料費 10千円

12 役務費

通信費 813千円 特定保健指導に係る発送書類の郵送料

13 委託料

国保連合会共同処理業務委託料 85千円

9,688千円

事業の概要

・特定健康診査の結果により、メタボリックシンドロームのリスクが高く健康の保持に努める必要がある方に対
し、特定保健指導の実施します。

平成28年度　当初予算要求事業内容説明書

第1章　思いやりと希望にみちたまちづくり

施策2　生活習慣病の予防を推進します

事業 特定保健指導事業

担当所属 健康保険課

予算要求額
（財源内訳）

9,688千円

基本施策2　市民の健康づくりの推進

事業の目的

・特定健康診査の結果により、健康の保持に努める必要がある者を対象に特定保健指導を実施することによ
り、早期に生活習慣病を予防し、対象者の生涯にわたって生活の質の維持・向上を図ります。

事業の効果

・特定健診の結果により、メタボリックシンドローム該当者及びその予備群となった方々に対して、一人一人の
状態にあった生活習慣病の改善に向けたサポート〔特定保健指導〕を実施し、中長期的な医療費の伸びの適
正化を図ります。

節 説明

臨時職員に係る社会保険料

保健指導栄養士補佐員賃金（5人分）

保健師補佐員賃金（1人分）

講演会講師料（8回分）

計



【活動指標・成果指標】　

指標名 平成28年度計画値

特定保健指導対象者数 2,377人

特定保健指導利用率 55%


